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10月から仙台市障害者家族支援等推進事業(レスパイトサービス)の廃止に伴い、短期入所・日中一

時支援という 2つの事業を開始しました。つどいの家では場所も一部変更することになり、短期入所

をご利用の方は、泉区の「すてっぷ・はうす」に宿泊されています。ここでは、「すてっぷ・はうす」

の紹介と、新たな場所での利用の様子をご紹介します。 

平成 26 年に完成した建物なのでまだ新しく、とても明るい印

象です。地域の方にも開放しているサロンも併設しています。 

キッチンがリビングと対面式になっているので、調理しなが

ら、コップを洗いながらお互いの姿が確認できるので、安心して

過ごすことができます。居室は畳のお部屋が２つ、洋室が１つ。

畳のお部屋は旅館のような雰囲気です。 

トイレや手洗いは自動となっていて、みんな最初はびっくりで

した。ウォシュレットがついていて、触ってしまった利用者さん。

ご本人より、私の方がびっくり。床がびしょびしょになってしま

い、一緒に大笑いをしました。 

場所が変わることで、環境の変化が苦手な利用者さんが、落ち

着いて過ごせるの？と保護者の皆様も心配していました。しか

し、思いの外混乱なく、初めての利用の時でもリラックスして過

ごしている方が多かったです。 

ぜひ、すてっぷ・はうすへいらしてください！（記：佐藤(享)） 



 

仙台市精神保健福祉総合センター（はあとぽーと仙台）主催の思春期問題講座を受講しました。不登

校とは、心理的、情緒的、身体的、社会的要因により、児童生徒が登校しないあるいはしたくてもでき

ない状況にあることを言います。不登校の児童生徒数は年々増えてはいますが、その児童生徒の 7～8

割は、20代で良好な社会適応ができているそうです。とは言え、社会的引きこもりに移行する人も 1

～2割程度はいるとのことです。不登校が必ず引きこもりになるわけではありませんが、引きこもって

いる大人の不登校歴がある人は多く、最近では 8050問題で顕在化したケースも多いようです。 

不登校は状態像であり、さまざまな背景があります。本人の精神疾患や発達障害等が要因となる場合

の他、思春期特有の心理面の変化が影響することもあります。思春期は“自分探し”をしている時で、

自分の価値観、役割等を考える時期です。身体は大人になっても心は未熟で情緒が不安定となり、「一

人前だ」と思う気持ちと「親がいないと不安」という気持ちが同時にあり、傷つきやすく落ち込みやす

い時期です。「さなぎの時期」という捉え方もあるそうです。 

 不登校を取り巻く要因は複雑化してきているため、学校だけでは完結が難しく、多機関連携が重要と

なっていきます。相談支援専門員として学校等との連携、本人や保護者との関係性作りだけではなく、

思春期の心の発達等もさらに学んで支援へ活かしたいと感じました。         （記：遠田） 

 

12 月 18 日につどいの家実践発表会が行われました。つどいの家の 9 事業所それぞれが

支援の取り組みや課題、日々の様子を映像化し、オンラインで発表しました。コロナ禍で職

員同士の関わる機会が減っている中、各事業所の課題や取り組みを見られたことは、つどい

の家の職員として利用者支援をしている仲間ということを身近に感じることができ、とても

良い機会となりました。映像の作り方も事業所毎に個性が手出ており、見ていて楽しくなり

ました。 

ピボット若林からは、ある利用者さんに焦点を当て、グループホーム入居へ向けての動き

を作成し、グループホームからは利用者さんが日々どのように過ごしているのか、アットホ

ームな日常を映像化しました。 

グループホームの体験利用を繰り返しながらも、なかなか本入居に至らない利用者さん。

グループホームで過ごす利用者さんの日常。２つの映像を続けて見ると、グループホームに

限らずですが、福祉のサービスに繋がる時ってタイミング、そして人との「縁」って大事だと

感じました。映像を作成しながら、利用者さんの生活に私たちは深く関わっているんだなあ

と実感した発表会でした。                       

 （記：山口） 
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12月 29日（火）～1月 3日（日）事務所休業  

§お休みの間ピボット若林前駐車場をお貸しいたします§ 

年末年始におけるご家族の帰省や来客の際などにどうぞお気軽にご利用下さい。 

お申込みは 12月 28日（月）17時迄 

   ピボット若林へ直接あるいはお電話で ☏  

駐車許可証をお渡しいたします 駐車場内での事故・盗難につきましては責任を負いかねます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記

 今年は新型コロナウィルスにより沢山の大事な命が奪われている現状に胸が痛くなる日々です。そん

な中でも、早い終息を願って感染予防に努めながら、楽しみを見つけていきたいと思っています。 

13日初雪が仙台で観測され、朝晩とても冷え込みましたが、近所の子供達の元気に傘もささず嬉しそ

うに登校する姿を見るとなんだかほっとあたたかな気持ちになりました。皆様どうぞ良いお年をお迎

え下さい。１年間ありがとうございました！！                 （記：半沢）                            

 

求人活動としてジョブアカデミー様の介護職員初任者研修の職業講話で年に何度か、お話をさせ

て頂いています。最初は「求人だ！」「人を探せ！」と、鼻息を荒くして働いてくれる人を捕まえて

来ようと思っていましたが、そうそう簡単に捕まえることなんてできないし正直、「キミに決めた！」

と、思える人にも出会えない。と、いうのも 生徒の皆さんは、ほとんどの方が「障がい者」と、言

われる人のことが分からないのです。そりゃ〜そうですよね…接点が無いんですものわからなくて

当然です。なので私は利用者ご本人さんたちと一緒にいることが楽しくて楽しくてしょうがないん

だ！ということを話すことにしました。ほぼ毎回決まって聞かれることは「言葉が話せない人の気

持ちをどうやって理解するんですか？」ということです。 

「コミュニケーションは言葉だけではなく手の動きやサイン、 

視線や筋肉で伝えてくれることもあるし一緒にいることでわ 

かってくることがたくさんあるんですよ」…なんてドヤ顔で 

話しますが…本当はわからないことばかり。 

Yさんの「はなな〜」ってなんだろう？鼻水？ 

食事中に言うことが多いかも？ 

最近、Kさん眉間のシワすごいな。疲れてるの？ 

お腹痛いのかな？ などなど… 

完璧にわかることなんてきっと出来ない。 

でも、皆さん一生懸命伝えようとしている。 

だから、私たちもわかろうとしっかり向き合うことが大切！ 

この仕事、きっと毎日が謎解き！  （記：佐伯） 
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